
10
月
は
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
・

浄
化
槽
強
調
月
間
で
す

☆
生
活
排
水
を
考
え
よ
う

私
た
ち
は
、
台
所
、
ト
イ
レ
、

洗
面
所
な
ど
、
毎
日
の
生
活
で
水

を
使
い
、
そ
の
水
を
川
や
海
に
流

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
活
排

水
が
三
河
湾
に
流
れ
込
む
と
、
海

が
富
栄
養
化
状
態
と
な
り
、
赤
潮

が
発
生
す
る
な
ど
の
環
境
汚
染
が

起
こ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
汚
染
を
な
く
す
た
め

に
は
、
各
家
庭
で
で
き
る
だ
け
生

活
排
水
を
流
さ
な
い
こ
と
が
一
番

で
す
。

家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策

○
目
の
細
か
い
水
切
り
ネ
ッ
ト
や

三
角
コ
ー
ナ
ー
を
使
い
、
調
理

く
ず
や
食
べ
残
し
を
流
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。

○
食
器
や
な
べ
の
油
汚
れ
は
、
紙

や
ヘ
ラ
を
使
い
、
ふ
き
取
っ
て

か
ら
洗
う
。

○
各
種
洗
剤
は
、
使
い
過
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
。

○
残
っ
た
揚
げ
油
は
使
い
切
る
。

捨
て
る
と
き
は
、
新
聞
紙
や
ぼ

ろ
布
な
ど
に
染
み
込
ま
せ
て
生

ご
み
と
一
緒
に
捨
て
る
。

○
お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗
た
く

や
掃
除
に
再
利
用
す
る
。

○
下
水
道
へ
の
接
続
や
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
切
り

替
え
を
行
い
、
直

接
生
活
排
水
を
川

へ
流
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。

☆
あ
な
た
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
？

浄
化
槽
は
、
小
さ
な
下
水
道
の

よ
う
な
も
の
で
、
川
や
海
な
ど
の

水
質
汚
濁
の
防
止
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浄
化
槽

は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て

汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
維

持
管
理
を
行
わ
な
い
と
浄
化
槽
の

機
能
が
低
下
し
た
り
、
悪
臭
な
ど

が
発
生
し
た
り
し
て
、
水
質
汚
濁

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
法
律
で
は
、
浄
化

槽
を
使
わ
れ
る
す
べ
て
の
方
に
対

し
、
次
の
3
つ
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

○
法
定
検
査（
水
質
検
査
な
ど
）

県
の
指
定
を
受
け
た
検
査
機
関

㈶
中
部
微
生
物
研
究
所

（
☎
76
◆

2
2
2
8
）

○
保
守
点
検（
点
検
、修
理
な
ど
）

県
の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者

問
合
先　
東
三
河
県
民
事
務
所
環

境
保
全
課

（
☎
０
５
３
２
◆

54
◆

５
１
１
１
）

○
清
掃

市
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者

問
合
先　
環
境
課（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

問合先　環境課 ☎66◆1122

蒲
郡

吉
良

西
尾

幡
豆
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ほっとする宝飯の旅ウォーキング大会
～潮風を肌に感じて、万葉の小径と温泉のまちを歩く～
と　き　10月16日（木）　午前9時30分スタート
集合場所　名鉄西浦駅
※駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。
コース　 名鉄西浦駅から西浦温泉周辺までの全長約7㎞

を約２時間程度かけて歩きます。
持ち物　タオル、水筒など
※当日、西浦温泉郷で無料温泉入浴もできます。
申 し込み　10月9日（木）までに電話またはハガキ、ファ
クスで郵便番号・住所・氏名・電話番号を明記の上、企
画広報課（〒443-8601 ☎66◆1162 FAX66◆1190）
へ。複数人の申し込みも可能です。参加者には、後日案
内を送付します。

問合先　企画広報課 ☎66◆1162

尾﨑士郎記念館企画展「人生劇場－青春篇－」特集
今回の特集は、尾﨑士郎が小説家として、地位を確立

することとなった『人生劇場-青春篇-』を取りあげ、洋画
家の中川一政筆の挿絵など、一部新たに遺族より寄贈を
受けた資料を含めて展示しています。
と　き　平成21年1月18日（日）まで
　　　　午前9時～午後5時
　　　　休館日は、毎週月曜日（祝日は開館）
ところ　 尾﨑士郎記念館
入館料　 高校生以上300円（中学生以下は無料）ただし、

20人以上の団体は、割引があります。また、入館
料は尾﨑士郎記念館、書斎、旧糟谷邸を併せた料
金です。

問合先　吉良町生涯学習課文化財担当
　　　　☎0563◆32◆3400

市制５５周年記念おもてなしイベント
各会場へは名鉄西尾駅から徒歩で10分から20分です。

また、六万石くるりんバスも利用できます。ぜひ、ご家
族でお越しください。
①おもてなし茶会
と　き　10月8日（水）　午前10時～午後3時　
ところ　井桁屋公園
②西尾城址薪能
と　き　10月11日（土）午後5時～8時
ところ　歴史公園（雨天時は文化会館大ホール）
※12日（日）も楽しいイベントを開催しています。詳しく
は西尾市へ。
問合先　 ①西尾市商工課（☎0563◆56◆2111）
　　　　②文化振興課（☎0563◆56◆6660）

愛知こどもの国　秋まつり
と　き　11月1日（土）～3日（祝）
ところ　愛知こどもの国（ゆうひが丘自由広場）
内　容　 輪投げ、ダーツなどの楽しいゲームが盛りだく

さんです。地元物産展やいろいろなイベントも
予定してます。ぜひ、お出かけください。

問合先　愛知こどもの国
　　　　☎0563◆62◆4151

この企画は、名鉄西尾蒲郡線利用促進のため、二市二町のイベント情報を掲載しています。


